
協力 ：　ワカサリゾート（株）

写真・記録・施工指導：北海道山岳整備/岡崎哲三

：　美瑛山岳会会長

平成27年度
◇　　旭岳姿見園地　「たまには山に恩返し」補修ボランティア作業　◇

作業日 ：　平成27年9月6日

主催者
：　　山楽舎BEAR
　　北海道上川総合振興局

参加者 ：　山岳関係者
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平成27年度
◇　　旭岳姿見園地　「たまには山に恩返し」補修ボランティア作業　◇

作業日

作業内容

作業場所

平成27年9月6日

階段等の高い段差を解消する補修。

赤線部、姿見駅から夫婦池分岐までの間

参加者

1
所属

段差処理

導流工

木柵階段　　　15段
石組み階段　　3段

1箇所

施工内容
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氏名

岡崎　哲三
佐久間　弘
岸田　春香
渡邉　あゆみ

北海道山岳整備
山楽舎BEAR

18
19
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15
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17

佐藤　公一
志水　洋平

上川総合振興局

環境省東川自然保護官事務所

写真・記録・施工指導：北海道山岳整備/岡崎哲三



施工目的

ここ姿見園地は大雪山を代表するルートであり、最も多くの利用者が訪れる場所である。
登山道よりは遊歩道として認知されており（大雪山グレード1）利用者も登山者ではなく、観光客が多い。
しかし、歩道の木柵階段は流水や踏圧により土壌が削られ、段差は高くなり歩行が困難な場所も多くある。
また、既存の石組み階段は歩行面が狭く、観光で利用する高齢者の中には危険を感じる段差も多い。
多くの利用者が危険を感じず、道ではなく風景を見ながら歩けるように段差を改善しなければならない。。

施工にあたっては山岳関係者だけでなく、日ごろ登山道を利用している一般登山者にも手伝ってもらい、
利用者自らが山を整備し、保護や正しい利用方法を理解できるイベントとして行なった。

歩き始めてすぐに50㎝程の段差ある階段。
最初の階段が高いとすべての階段が同じだと
思われてしまうこともある。

石階段はとくに下りに危険を感じる。
既存の石階段は歩行者にとって厳しい段差が
多い。

利用者は高齢者から幼児までさまざまである。
姿見園地は登山道とは違う視点での整備が
必要である。



施工前後①

＜施工後状況＞

木柵階段　1段

段差が広がったことで、歩きやすくなっただけで
なく、安心感が生まれた。
下り時も不安がない。



施工前後② 木柵階段　３段

施工前後③
木柵階段　１段
石組み補修　1段

施工前後④
木柵階段　１段
石組み補修　２段



＜施工後状況＞

この場所だけ見ると全く崩れはなく、歩行に支
障もないが、この場所の下側では流水による土
壌侵食が起きていた。
流水量を減らし、侵食を減らすための排水施
工。

この施工は歩行に支障が出ないように、歩行路
を作り段差は低めに設定してある。
流水は越流する分もあるので、この下流側にも
もう1基施工し、分散排水することが望ましい。

排水先は自然状態でも水が流れていた場所に
設定した。

施工前後⑤ 導流工　1基



施工前後⑥ 木柵階段　1段

＜施工後状況＞

段差が高く、補助的な踏み石しかなかった箇所
に広い面の踏み段ができ、安心感が生まれた。
子供も走って下れる段差になった。



施工前後⑦ 木柵階段　1段

施工前後⑧ 木柵階段　2段

施工前後⑨ 木柵階段　1段



施工前後⑫ 木柵階段　1段

施工前後⑩ 木柵階段　2段

施工前後⑪ 木柵階段　1段



作業について

・使用した木材は美瑛山岳会会長の提供
間伐材190㎝、30本（内20本程を使用）

・前日までに姿見駅に運び、当日作業前
に主催者が施工現場に運搬した。

・現地では木材だけではなく、石材も多く
必要となり、参加者によって周辺から集め
られた。

・使用石材
大石、中石、グリ石、砂利　等



この「たまには山に恩返し」の企画は、一般登山者が直接的に山を直すことができる少ない機会である。
参加者は整備をすることによって「侵食の問題」「保護の問題」「利用者の問題」などを深く理解でき、自ら施工し

たものが登山者に活用されることで充実感を得ることができる。
また、施工後の変化（植生復元等）を見ていくことによって山への愛着を持ち、大事にする気持ちも生まれる。

言葉だけではなく、体感として理解できるこの企画は、今後も続いていくことが望まれる。

・参加者は、山岳関係者だけでなく、一般
登山者も作業を行なった。

・女性や高齢者の参加もあったが、石の
荷上げは若い男性、細かい石詰め作業
は女性等、各班で作業分担し、無理の無
いように作業を行なった。

・作業は主催者主導のもと、北海道山岳
整備が近自然工法による技術指導を行
なった。

・作業時に各班が散らばり、指導が行き
届かなく、作業に若干の遅れが出てし
まったのが課題点となった。
今後、改善が望まれる。

・参加者25名は、数組の班に分かれ、そ
れぞれが施工を行なった。

・また、この日は休日で天候も良く、遊歩
道利用者も多く見られたが、参加者を分
散することで、歩行者の妨げにならないよ
うに配慮した。

作業について


